
平成 26 年度第 2回東京都細胞検査士会 役員会議事録 

日 時： 平成 27年 2月 21 日（土） 10：30 ～ 13：00 

場 所： 昭和大学 12 号館 2階 カンファレンスルーム 2会議室 

出席者： 青木・浅見・阿部・石井・石山・五十嵐・上野・梅澤・岡・片山・金室・郡・小松・笹井・ 

     渋木・庄野・瀬田・田口・津田・長尾・中島・仁平・畠山・濱川・古田・藤山・町田・松原・ 

     三宅・矢野・藪下・吉田                    （あいうえお順）32 名       

委任状： 和泉・藤田・塩森・葉山・若槻 5 名 

議事録： 庄野・長尾 

会則に基づき 32 名の幹事・監事により平成 26 年度第 2 回東京都細胞検査士会役員会として会議を開催する。

庶務：笹井氏により議事進行を行う 

 

議 題 

 報告事項  

１．会長報告 

細胞学会・細胞検査士会の報告 

１）学会予定：2015 年春期大会（松江）6/12～6/14、  秋期大会（名古屋）11/21～11/22 

     2016 年春期大会（横浜）6/27～6/29・同時連続で国際学会、秋期大会（別府）11/18～11/19 

     2017 年春期大会（大阪） 

２）学会賞：亀井 敏昭先生、技師賞：石田 克成氏（学術部門）、大塚 重則氏（功労部門） 

３）日本臨床細胞学会雑誌：2015 年から電子ジャーナル化実施 

４）子宮の日活動補助金の申請：地域細胞学会名で申請し、活動について発表の場を設ける． 

５）細胞学会理事について：細胞検査士も医師と同様に評議員から選挙で選出され、現評議員 444 名中細 

  胞検査士から 3 名が当選した 

６）初心者向き研修会：次年度も東京・大阪で実施する 

７）細胞検査士会会報：第 57 号を平成 27 年 3 月末に発行予定 

８）細胞検査士会次期会長：（会長）伊藤 仁氏、（副会長）小松 京子氏、片山 博徳氏 

 

東京都臨床細胞学会・東京都細胞検査士会の報告 

１）地域連携団体となり東京都臨床細胞学会に改称したため、会長（旧支部長）、副会長（副支部長）、理  

事（幹事）に名称変更となる 

２）東京都臨床細胞学会・研修会等の予定 

東京都臨床細胞学会：2015 年 7 月 18 日（土） 学会長 九島 巳樹先生（昭和大学江東豊洲病院） 

細胞検査士教育セミナー：2015 年 8 月 29 日～30 日（土・日）実施委員長 古田 則行氏（がん研） 

  東京都細胞検査士会研修会：2015 年 5 月 23 日（土）実施委員長 濱川 真治氏（公立昭和病院） 

３）東京都細胞検査士会役員改選について：次回の総会で新役員を報告する 

                    任期は 2 年（平成 27 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日） 

２．第 44回東京都細胞検査士学術研修会役割分担が報告された． 

３．平成 26 年度東京都細胞検査士会 事業報告 ・ 各委員会事業報告 

１）学術委員会：第 43 回・44 回東京都細胞検査士会学術研修会を開催 

２）広報委員会：HP 管理の充実（年間行事予定、各議事録、情報提供など） 

子宮の日活動（2014 年 4 月 12 日 36 名参加、大丸松坂屋上野店・中野北口協定広場） 

第 10 回がん患者大集会への協力：2014 年 11 月 3 日（10 名参加） 



３）国際委員会：情報交換会（第 55 回春期日本臨床細胞学会、第 53 回秋期日本臨床細胞学会、） 

第 6 回 日・台・韓細胞診セミナーへの協力（2014 年 3 月 22 日、於：韓国） 

      第 7 回 日・台・韓細胞診セミナーのお知らせ（2015 年 3 月 21 日、於：福岡） 

      31th World Congress of Biomedical Laboratory Science 

          (2014 年 10 月 3 日～7 日、於：台湾) 日本より 70 名の参加があった 

４）庶務委員会：東京都細胞検査士会における選挙人及び東京都選出全国細胞検査士会役員選挙人選出要 

網の立案と改定、会則一部変更の立案・改訂、役員会・総会の議事録作成 

 

平成 27 年度東京都細胞検査士会 事業計画・各委員会審議事項 

   １）会計委員会  

  平成 27 年度予算案が提案された 

   ２）学術委員会 

（1） 第 45 回東京都細胞検査士会学術研修会：体腔液 

（2） 第 46 回東京都細胞検査士会学術研修会：子宮体部 

（3） 細胞検査士会学術委員会主催講習会への協力 

（4） 学術研修会会場費および諸経費（講師料・交通費）について（参考：前回提示資料） 

見直しの必要および使用可能施設の再調査 

別途ワーキンググループを立ち上げ検討し、役員会へ提示する 

参考資料 

                             ※ +α 維持費として 1時間当たり数千円   

 

  ３）広報委員会 

    （１）ホームページ（HP）：管理と内容の充実 

   （２）子宮の日の活動： 

 活動日は子宮の日の 4 月 11 日（土）とする 

 活動場所は昨年と同様、大丸松坂屋上野店と中野駅協定広場を予定．後日メールにて協力依頼 

   （３）がん患者大集会への協力：第 11 回も例年同様に支援する 

   （４）研修会アンケート調査：年 1 回のペース 

 収容人数 使用料 備 考 

がん研有明病院 吉田講堂 170 ―  

昭和大学病院 臨床講堂 222 ― ＊改築のため使用できなくなる 

東京医科大学臨床講堂（第一 or 第二） 117 ― 補助椅子含め 150 

日本医科大学 講堂 230 ― ﾌﾛｱ 平面 

日本医科大学 同窓会館 橘桜ホール 190 ― 補助椅子含め 220、ｽｸﾘｰﾝ 小さい、ﾌﾛｱ 平面 

慶應義塾大学 東校舎講堂 257 一回 41,000+α* 信濃町ｷｬﾝﾊﾟｽ教職員がその学会・集会の運営の主たる

任務（学会長・理事長・運営委員長等）についている

場合は、使用料を免除、維持費*を徴収 

慶應義塾大学 本館臨床講堂 200 一回 27,400+α*  

慶應義塾大学 北里講堂 400 一回 81,900+α*  

慈恵会医科大学 講堂 205 外部 55,000/時間 

内部 12,000/時間 

 



 ４）国際委員会： 

（１）第 7 回日･台・韓 細胞診セミナーへの協力（平成 15 年 3 月 21 日 福岡）＊平成 26 年度事業 

（２）細胞学会国際事業への参画 

  情報交換会：第 56 回日本臨床細胞学会（春）、第 54 回日本臨床細胞学会（秋） 

  第 8 回 日-台-韓 細胞診セミナー（開催地：台湾） 

   19th international Congress of Cytology（2016 年 5 月 28 日~6 月 1 日） 

    32th World Congress of Biomedical Laboratory Science(2016 年 8 月 31 日~9 月 4 日) 

   （３）細胞検査士関係の国際交流に関する情報発信 

 

 ５）庶務委員会 

（１）東京都細胞検査士会会則の改定 

（２）総会・役員会議事録作成 

（３）緊急連絡網作成 

 

 ６）その他 

（１）次年度役員について：2015 年 3 月 7 日（土）の役員会にて平成 27 年度・平成 28 年度新規役員を 

  決定する 

 （２）HP に寄せられた質問について：会費納入方法の問い合わせが多い 

 （３）会費：会員からの会費の在り方や学術研修会の諸経費などについて、ワーキンググループを立ち上 

    げて検討する 

 


